
発達障害のある児童生徒に対する教育
発達障害の（学習上の困難がある）児童生徒に対しては、
教科指導における読みや書き、思考の整理などにおける困難を軽減・解消

例）文字を音（オン）に変換することが苦手だったり、時間がかかったりするため、
文字を音読したり、黙読したりすることが苦手な児童生徒に対して、読み上げ機
能の活用により内容理解の支援が可能
例）音（オン）を文字に変換することが苦手だったり、時間がかかったりするため、
文章を書いたりすることが苦手な児童生徒に対して、書き込み機能の活用により
表出の支援が可能

例）文字や図形をバラ
ンスよく書くことが苦手
だったり、思考をまとめ
て構成することに時間
がかかったりする児童
生徒に対して、書くこと
や内容理解の支援が
可能

・読み書き等の指導アプリ等
をダウンロードして、授業中や
休み時間、家庭等において
活用
・図と地の見分けがつきにくい
児童生徒に対して、文字や
下地の色やフォント等の変更
機能を活用

 プレゼンテーションツールの活用  他にも様々な機能の活用が想定

 読み上げ機能や書き込み機能の活用

※他にも、活用方法として、他の５障害の事例にあるような活用も想定できる。
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